
満
州
事
変
期
の
軍
国
熱
と
排
外
熱

―

甲

府

市

を

事

例

と

し

て

―

は
じ
め
に

満
州
事
変
と
民
衆
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、
主
と
し
て
民
衆
の
軍
国
主
義
的

・

排
外
主
義
的
動
員
の
進
展
過
程
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
満
州
事
変
が
同
時
代
の
人
々
の
意
識

お
よ
び
行
動
に
画
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、

事
変
下
民
衆
の
軍
国
熱

・
排
外
熱
が
、　
一
九
二

一
（昭
和
六
）
年
九
月
の
事
変

勃
発
か
ら
三
三

（同
八
）
年
春
の
国
際
連
盟
脱
退
に
至
る
期
間
に
、
必
ず
し
も

持
続
的
に
高
揚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

連
日
に
わ
た
っ
て
新
聞
を
賑
わ
し
た
慰
問
金

・
慰
問
品
の
拠
出
、
出
征
軍
人
慰

問
会
の
開
催
、
大
々
的
な
戦
没
者
慰
霊
祭
、
青
年
子
女
に
よ
る
志
願
な
ど
に
見

て
と
れ
る
よ
う
な
、
人
々
の
熱
狂
的
反
応
は
、　
一
つ
に
は
前
線
で
戦
う
兵
士
ヘ

の
同
情
、　
一
つ
に
は
戦
争
に
よ
る
景
気
回
復

へ
の
期
待
、
ま
た

一
つ
に
は
国
際

的
孤
立
に
よ
る
危
機
感
が
そ
の
主
た
る
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
す
で
に
確
認
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
赤
沢
史
朗

「満
州
事
変
の

J々ヽ

菅

信

反
響
に
つ
い
て
」

（
『
歴
史
評
論
』
三
七
七
号
、　
一
九
八
一
年
九
月
）
、
江
口

圭

一
「満
州
事
変
と
民
衆
動
員
」

（
『
日
中
戦
争
史
所
究
』
吉
川
弘
文
館
、
八

一
年
）
、
ま
た
は
、
芳
井
研

一
「満
州
侵
略
と
軍
部

ｏ
政
党
」

（
『
講
座
日
本

歴
史
　
近
代
４
』
東
大
出
版
会
、
八
五
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

近
年
、
満
州
事
変
期
の
民
衆
動
員
に
関
し
て
、

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
基
づ
か
な
い

動
き
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ど
う
結
び
付
け
る
か
、
軍
国
主
義
、
排
外
主
義
的
動
員

と
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
動
員
を
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

（功
刀
俊
洋

「
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
民
衆
動
員
」
―
歴
史
学
研
究
会
現
代
部
会
報
告
、　
一
九
八
八
年
―
に
対

す
る
広
川
禎
秀
氏
の
批
評
）
と
い
う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た

（
『
史
学
雑
誌

回
顧
と
展
望
』
第
九
八
編
第
五
号
、
八
九
年
、
参
照
）
。

ま
た
、
満
州
事
変
と
民
衆
の
軍
国
熱

ｏ
排
外
熱
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
く
に

「意
識
史
」
的
な
考
察
を
試
み
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
粟
屋
憲
太
郎

「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
化
と
民
衆
意
識
」

（
『
体
系

。
日
本
現
代
史
』
日
本
評
論
社
、
七
九
年
）

を
は
じ
め
、
江
口
圭

一
に
よ
る

一
連
の
論
文
―
具
体
的
に
は
、

『
昭
和
の
歴
史

４
●
十
五
年
戦
争
の
開
幕
』

（小
学
館
、
八
八
年
改
訂
）
、

「十
五
年
戦
争
史

研
究
の
課
題
」

（
『
歴
史
学
研
究
』
第
五

一
一
号
、　
一
九
八
二
年
）
な
ど
―
、

-31-



さ
ら
に
、
黒
羽
清
隆

『
十
五
年
戦
争
史
序
説
』

（上
下
巻
、
三
省
堂
、　
一
九
八

四
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
論
は
、
民
衆
動
員
に
関
す
る
研
究
を
前
提
と

し
つ
つ
、
方
法
論
と
し
て
こ
れ
ら
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
民
衆
状
況
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
全
国
的
な
概
況
を

前
提
と
し
た
各
地
方

。
地
域
ご
と
の
具
体
的
か
つ
精
密
な
個
別
研
究
が
必
須
で

あ
る
。
す
で
に
、
満
州
事
変
期
の
県
下
の
国
防
献
金
に
つ
い
て
は
、
藤
井
忠
俊

が

『
国
防
婦
人
会
』

（岩
波
書
店
、
八
五
年
）
の
中
で
、
有
用
な
指
摘
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
満
州
事
変
と
民
衆
意
識
の
問
題
に
つ
い
て
、
甲
府
市

を
事
例
と
し
た
研
究
は
、
本
年
公
刊
さ
れ
た

『
甲
府
市
史
』
に
お
い
て
試
み
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
論
は
、
な
ぜ

「
誰
も
望
ま
な
か
っ
た
戦
争
」

ヘ

の
道
の
第

一
歩
を
、
人
々
が
積
極
的
に
内
発
的
に
踏
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、

と
い
う
問
い
を
前
提
に
、
満
州
事
変
期
の
甲
府
市
を
事
例
と
し
て
、
事
変
に
対

す
る
人
々
の
多
様
な
反
応
あ
る
い
は
複
雑
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
県
内
発
行

の
日
刊
新
聞
各
紙
の
紙
面
分
析
を
通
し
て
考
察
す
る
。

そ
の
際
、
資
料
と
な
る
新
聞
は
、

『
山
梨
日
日
新
聞
■

（党
派
中
立

。
発
行

部
数
三
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
）
、

『
山
梨
民
報
』

（民
政

・
九
、
五
〇
〇
）
、

『
山
梨

時
事
新
報
』

（中
立

。
九
、
○
○
○
）
の
三
紙
と
す
る

（党
派
お
よ
び
発
行
部

数
は
、
警
保
局
に
よ
る
昭
和
二
年
十
二
月

『新
聞
雑
誌
特
秘
調
査
』
よ
り
引
用
）
。

一　
市
民
の
満
州
事
変
観
と
排
外
意
識

一
九
二

一
（昭
和
六
）
年
九
月
十
九
日
、

「暴
戻
な
る
支
那
兵
が
満
鉄
線
を

爆
破
」
の
号
外
が
発
行
さ
れ
た
。
今
日
に
お
い
て
、
柳
条
湖
の
銃
声
が
関
東
軍

の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
謀
略
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
謀
略
は
完
壁
に
隠
匿
さ
れ
て
お
り
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
人
々
は
そ
の
情
報
源
で
あ
る
新
聞
や
ラ
ジ
オ
の
報
道
―
こ
れ
ら
は

官
憲
に
よ
る
厳
し
い
統
制
を
う
け
て
い
た
―
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
人
々

に
と
っ
て
、
柳
条
湖
事
件
―
満
州
事
変
の
発
端
と
な
る
満
鉄
線
の
爆
破
―
は
、

「暴
戻
な
る
支
那
兵
」
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
左
に
掲
げ
る
児
童
の
作
文
は
、
満
州
事
変
に
対
す
る

一
般

的
な
認
識
、
す
な
わ
ち
、
満
州
事
変
は
、
日
露
戦
争
に
お
い
て

「
幾
犠
牲
を
は

ら
い
」
獲
得
し
た
満
州
の
権
益
を
守
る
た
め
の
自
衛
戦
争
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
軍
歌
が
元
気
よ
く
聞
ヱ
る
度
に
、
思
ひ
出
す
の
は
、
叔
父
様
の
事
だ
。

生
き
て
い
ら
つ
し
や
れ
ば
、
今
年
五
十
歳
に
な
る
さ
う
だ
。
此
の
叔
父
も

日
露
戦
争
の
時
、
あ
の
二
〇
三
高
地
の
上
と
消
ヱ
た
の
だ
。
…
略
…
斯
う

し
て
多
数
の
日
本
軍
人
が
血
を
流
し
て
得
た
彼
の
地
の
権
益
を
侵
さ
れ
て
、

何
で
日
本
が
黙
つ
て
居
ら
れ
や
う
。
…
略
…
日
本
は
神
国
だ
、
神
国
の
日

本
人
に
は
昔
か
ら
の
大
和
魂
と
い
ふ
強
い
見
方
が
つ
い
て
ゐ
る
。
何
、
日

本
が
支
那
な
ん
か
に
負
け
る
も
の
か
、
き
つ
と
勝
つ
。
世
界
中
丸
か
つ
て

来
て
も
き
つ
と
勝
つ
。
日
本
は
神
国
だ
、
日
本
は
正
義
の
た
め
に
戦

っ
て

い
る
。
誰
が
来
よ
う
と
、
正
し
い
こ
と
は
ど
こ
迄
も
正
し
い
の
だ
。
正
義

は
永
遠
の
勝
利
だ
。
」

（高
二
男
子

「
軍
歌
、
満
州
事
変
を
子
供
か
ら
聞
く
」
、

『
山
梨
民
報
』
、

三
十
二
年
三
月
四
日
）

ま
た
、
正
義
の
た
め
に
戦

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
は
、
交
戦
国
に
対
す
る
侮

蔑
感
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
助
長
す
る
。
日
清

・
日
露
戦
争
以
来
、

「支
那
」

に
対
す
る
侮
蔑
感
は
人
々
の
心
の
底
に
沈
殿
し
て
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
軍
国
川

柳
に
は
そ
う
し
た
感
情
を
詠
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

「支
那
兵
の
屍
体

へ
寒
い
月
が
照
り
」



（春
雨
選

「
山
日
柳
壇
」

『
山
梨
日
日
新
聞
』
、
三
十

一
年
十

一
月
三
十
日
）

「事
変
か
ら
麻
雀
熱
が
冷
め
か
か
り
」

（同
、
十
二
月

一
日
）

「
他
愛
な
く
支
那
を
懲
ら
し
て
君
元
気
」

「満
蒙
の
虫
け
ら
沸
う
日
本
刀
」

（
「
出
征
軍
人
家
族
慰
問
」
、
十
二
月
十
四
日
）

「拳
骨
の
程
度
で
支
那
を
あ
い
し
た
い
」

（同
、
十
二
月
十
八
日
）

「
茄
切
つ
た
腕
チ
ャ
ン
コ
ロ
も
此
通
り
」

「
心
配
を
す
る
な
相
手
は
チ
ャ
ン
コ
ロ
だ
」

（同
、
十
二
月
十
九
日
）

事
変
勃
発
直
後
に
は
、

「号
外
の
鈴
に
心
も
く
も
る
」
中
国
人
留
学
生
に
、

若
干
の
同
情
が
集
ま
っ
た

（
『
民
報
』
、
三
十

一
年
九
月
二
十
四
日
）
が
、
そ

う
し
た
同
情
も
、
間
も
な
く
警
戒
心
に
代
わ
り
、
さ
ら
に
は
、
身
近
な
人
間
の

戦
死
の
報
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
侮
蔑
感
は
敵
意
に
転
じ
て
い
く
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ら
の
川
柳
か
ら
感
じ
ら
れ
る
独
善
的
な

一
種
の
余
裕
も
、
徐
々
に

薄
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
人
々
の
敵
意
は
、

「支
那
」
だ
け
で
な
く
、
国
際
連
盟
に

対
し
て
も
向
け
ら
れ
た
。
厳
し
い
報
道
統
制
と
自
己
規
制
の
結
果
、
新
聞
が
こ

と
あ
る
ご
と
に
国
際
連
盟
の

「
非
理
」
を
書
き
立
て
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
敵
意
は
あ
く
ま
で
も
漠
然
と
国
際
連
盟
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
連
盟
参
加
諸
国
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
人
々
の
意
識
の
中
で
は
、
欧
米
諸
国
と
て
も
―
場
合
に
よ
っ
て

は
国
際
連
盟
す
ら
も
―

「
大
ち
ゃ
く
で
ず
る
い
支
那
兵
」
の
被
害
者
で
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、　
一
方
で
国
際
連
盟
に
対
す
る
敵
意
を
煽
り
な
が
ら
も
、

そ
の
一
方
で
連
盟
諸
国
も
ま
た

「
支
那
兵
の
暴
虐
」
に
憤

っ
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
人
々
に
与
え
た
。
た
と
え
ば
、
奉
天
で
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
ド
イ
ツ

人
お
よ
び
そ
の
宿
泊
者
に
暴
行
を
く
わ
え
る
支
那
正
規
兵

（
三
十

一
年
十

一
月

十
八
日
）
、
上
海
で
米
国
婦
人
に
乱
暴
す
る
支
那
兵

（
三
十
二
年

一
月
二
十
五

日
）
、
英
国
義
勇
軍
を
襲
撃
す
る
便
衣
隊

（
同

一
月
三
十

一
日
）
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
記
事
の

一
方
で
、
上
海
事
変
下
の
上
海
に
お
い

て
は
多
く
の
欧
米
居
留
民
が
日
本
軍
の
勇
敢
な
行
動
に
心
酔
し
て

「
外
人
皇
軍

フ
ァ
ン
」
と
な
り
、
慰
問
品
や
慰
問
金
の
拠
出
を
お
こ
な

っ
て
い
る
と
か
、
武

官
連
が
停
戦
に
あ
た

っ
て
即
座
に
戦
闘
行
為
を
停
止
し
た

「
日
本
軍
の
立
派
な

行
動
を
ほ
め
そ
や
し
」
、
　
Ｆ
」
の
旨
を
各
国
政
府
な
ら
び
に
国
際
連
盟
に
打
電

し
た
」

（
同
三
月
八
日
）
と
か
、
孤
立
化
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
実
像
を
執
拗
に

隠
蔽
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
人
々
が
、

「
今
に
日
本
の
正
し

い
事
が
世
界
の
人
に
分
か

っ
て
来
る
」

（
「
日
支
事
変
に
小
国
民
の
赤
誠
」
、

二
月
十
八
日
、

『
民
報
』
）
と
い
う
期
待
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

っ

た
。こ
の
よ
う
に
、
満
州
事
変
下
民
衆
の
排
外
意
識
は
、

「
支
那
」
に
対
し
て
顔

著
で
あ
り
、
連
盟
諸
国
に
対
す
る
そ
れ
は
、
排
外
意
識
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

日
本
に
対
す
る
諸
国
の

「
無
理
解
」
や

「
非
理
」
に
対
す
る
憤
憑
で
あ

っ
た
。

ゆ
え
に
、
満
州
事
変
期

に
お
け
る
人

々
の
排
外
熱
を
考
え
る
時
、
厳
密
に
は

「
外
」
は

「
支
那
」
な
の
で
あ

っ
て
欧
米
諸
国
で
は
な
い
。
誤
解
を
お
そ
れ
ず

に
い
う
な
ら
ば
、
自
ら
の
正
義
を
確
信
す
る
限
り
人
々
に
と

っ
て
欧
米
諸
国
は

む
し
ろ

「
味
方
」
と
な
り
う
る
潜
在
的
可
能
性
す
ら
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
し
た
認
識
こ
そ
が
、

「
支
那
」
に
対
す
る
人
々
の
排
外
熱
を
か
え

っ

て
容
易
に
高
揚
さ
せ
る
要
員
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



一
一　
甲
府
に
お
け
る
軍
国
美
談

次
に
、
こ
の
節
で
は
、
甲
府
初
の
戦
死
者
で
あ
る
森
下
良
雄
を
主
人
公
と
す

る
軍
国
美
談
を
例
に
、
上
海
事
変
を
ピ
ー
ク
と
す
る
人
々
の
軍
国
熱

・
排
外
熱

に
つ
い
て
考
え
る
。

民
衆
の
軍
国
熱
や
排
外
熱
は
、　
一
九
三
二

（昭
和
七
）
年

一
月
二
十
八
日
の

上
海
事
変
の
勃
発
―
こ
れ
も
柳
条
湖
事
件
と
同
様
に
関
東
軍
に
よ
る
謀
略
で
あ
っ

た
―
と
と
も
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今
日
、
こ
の
時
期
の
軍
国
美
談
と
し

て
は
、

「
肉
弾
三
勇
士
」
が
最
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
壮
烈
な
戦
死
は
全

国
的
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
た
が
、
甲
府
で
は
、

「森
下
上
等
兵
戦
死
」

の
報
に
よ
っ
て
、
す
で
に
一
月
ほ
ど
前
か
ら
こ
れ
と
類
似
の
現
象
が
お
こ
っ
て

い
た
。
具
体
的
に
は
、
同
年

一
月
二
十
九
日
、
上
海
事
変
勃
発
の
翌
日
、
満
州
十
里

河
西
に
お
い
て
、
独
立
守
備
隊
第
三
大
隊
第
二
中
隊
員
森
下
良
雄

（
二
三
才
、

市
内
寿
町
）
お
よ
び
土
屋
勘

一
（
二
一
才
、
東
山
梨
郡
松
里
村
）
の
両
名
が
、

「支
那
兵
匪
」
と

「大
激
戦
」
の
末
、

「
名
誉
の
戦
死
」
を
と
げ
た
。
こ
れ
以

前
に
、
山
梨
県
出
身
の
戦
死
者
は
四
名
を
数
え
て
お
り
、
い
ず
れ
の
報
に
つ
い

て
も
大
き
く
紙
面
が
割
か
れ
た
が
、
森
下
ら
の
戦
死
の
報
も
、
そ
の
翌
々
日
に

は
各
紙
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。
と
く
に
、
森
下
は
、
甲
府
市
か
ら
出
征
し

た
兵
士
の
う
ち
最
初
の
戦
死
者
で
あ
り
、
そ
の
戦
死
の
状
況
や
家
庭
事
情
か
ら

人
々
の
同
情
を
集
め
た
。
そ
し
て
、

「
す
べ
て
が
軍
人
の
典
型
」
で
あ
る
森
下

の
戦
死
に
関
連
す
る
記
事
は
、
以
後
連
日
各
紙
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
戦
死
第

一
報
に
、
地
元
寿
町
は
即
座
に
全
町
弔
旗
を
掲
げ
、
在
郷
軍

人
会
お
よ
び
青
年
訓
練
所
は
花
輪
を
送
り
生
徒
を
派
遣
し
た
。
こ
う
し
た
人
々

の
反
応
に
つ
い
て
書
か
れ
た
児
童
の
作
文
を
、
次
に
引
用
し
て
お
く
。

「森
下
上
等
兵
は
僕
と
同
じ
寿
町
の
人
で
す
。
こ
ん
ど
の
せ
ん
そ
う
で

天
皇

へ
い
か
に
め
さ
れ
て
、
ま
ん
し
う
へ
行
つ
て
し
な
の
へ
い
た
い
と
た

た
か
つ
て
居
る
中
に
、
て
き
の
た
ま
に
あ
た
つ
て
と
う
と
う
、
め
い
よ
の

せ
ん
し
を
し
た
の
で
す
。
其
の
知
ら
せ
を
寿
町
の
青
年
が
聞
い
て
、
ま
だ

朝
く
ら
い
中
に
僕
の
家

へ
来
て
、
森
下
さ
ん
が
せ
ん
し
を
し
ま
し
た
か
ら
、

は
た
へ
黒
い
き
れ
を
つ
け
て
立
て
て
下
さ
い
。
と
言
つ
た
の
で
、
お
父
さ

ん
は
、
そ
れ
は
実
に
お
気
の
ど
く
な
事
を
し
ま
し
た
と
言
ひ
な
が
ら
、
す

ぐ
は
た
を
出
し
て
立
て
ま
し
た
。
ご
は
ん
を
た
べ
る
時
、
お
父
さ
ん
は
、

天
皇

へ
い
か
の
た
め
、
お
国
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、
お
こ
つ
の
来

る
時
は
停
車
場
ま
で
む
か
へ
に
行
き
ま
せ
う
な
ど
と
言
は
れ
ま
し
た
。
僕

は
森
下
さ
ん
の
家
も
、
森
下
さ
ん
も
知
り
ま
せ
ん
。
聞
け
ば
森
下
さ
ん
の

家
で
は
、
お
父
さ
ん
は
小
さ
い
時
死
ん
で
、
お
母
さ
ん
が

一
人
だ
さ
う
で

す
。
本
と
う
に
お
気
の
ど
く
の
事
で
す
。

こ
ん
ど
お
こ
つ
が
来
る
と
、
甲
府
市
で
お
さ
う
式
を
に
ぎ
や
か
に
や
る

さ
う
で
す
。
僕
は
其
の
日
に
お
く
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
森
下
さ
ん

の
や
う
な
つ
よ
い
兵
た
い
さ
ん
ば
か
り
だ
か
ら
、
日
本
は
強
い
の
で
す
。

よ
そ
の
国
に
ま
け
ん
の
で
す
。
僕
も
大
き
く
な
つ
た
ら
森
下
さ
ん
の
や
う

な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

（
「森
下
上
等
兵
、
事
変
を
読
込
ん
だ
児
童
の
文
芸
」

『
民
報
』
、
三
月
二
十

二
日
）
こ
の
作
文
か
ら
、
知
ら
せ
を
受
け
た
地
元
の
反
応
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が

っ

て
こ
よ
う
。
在
郷
軍
人
会
お
よ
び
青
年
訓
練
所
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
続
い
て
、

二
月
二
日
彼
の
中
隊
葬
と
機
を
同
じ
く
し
て
、

「
慰
霊
進
拝
式
」
を
森
下
家
閥

前
で
と
り
お
こ
な
っ
た
。
こ
の

「邊
拝
式
」
に
は
市
長
、
助
役
ら
も
列
席
し
た
。

さ
ら
に
、
翌
日
に
は
連
隊
視
察
の
た
め
入
峡
中
で
あ
っ
た
第

一
師
団
長
林
千
之

-34-―



中
将
が
、
県
知
事
お
よ
び
連
隊
長
と
と
も
に
森
下
宅
を
訪
ね
、
弔
意
を
表
し
た
。

森
下
の
市
葬
は
、
二
月
二
十
七
日
、
市
内
太
田
町
公
園
に
お
い
て
、
空
前
の

規
模
で
挙
行
さ
れ
た
。
市
が
こ
の
葬
儀
に
い
か
に
尽
力
し
た
か
は
、
葬
儀
委
員

の
顔
ど
れ
を
見
れ
ば
瞭
然
で
あ
る
。
葬
儀
委
員
長
に
市
長
助
役
、
委
員
に
市
会

正
副
議
長
、
議
員
、
参
事
会
員
を
は
じ
め
、
在
郷
軍
人
会
、
青
年
団
、
少
年
団
、

商
業
学
校
同
窓
会
、
戦
友
会
、
町
総
代
、
市
役
所
各
課
の
各
代
表
が
名
を
連
ね
、

文
字
通
り
市
を
挙
げ
て
の
葬
儀
で
あ

っ
た
。
各
紙
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
当
日
は
、

甲
府
連
隊
よ
り
派
遣
さ
れ
た
七
名
の
卿
味
手
の
合
図
で
出
発
、
そ
の
遺
骨
は
五

〇
余
の
儀
杖
兵
に
守
ら
れ
太
田
町
公
園

へ
と
運
ば
れ
た
。
弔
旗
二
〇
余
、
花
輪

六
〇
余
、
そ
の
後
を
市
内
各
小
中
学
生
、
青
年
国
員
、　
一
般
参
観
者
が
続
き
、

読
経
の
導
師
六
〇
余
、
葬
列
は
約
二
丁
の
長
さ
に
お
よ
び
、
参
加
者
は
約

一
万

五
千
人
を
数
え
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
前
代
未
聞
の
葬
儀
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
衆
楽
座
と
甲
府
劇
場
で
は
、

「
森
下
上
等
兵
劇
」
が
相
次
い
で
上
演
さ
れ
た
。
と
く
に
、
甲
府
劇
場
に
お
い

て
上
演
さ
れ
た
の
は
、

『
森
下
上
等
兵
と
岡
部

一
等
兵
』
と
題
さ
れ
る
劇
で
、

そ
の
内
容
と
劇
評
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「最
初
支
那
民
屋
の
場
で
岡
部

一
等
兵
が
手
紙
と
写
真
を
受
取

っ
て
泣

く
、
森
下
上
等
兵
が
慰
め
な
が
ら
岡
部

一
等
兵
の
身
の
上
話
を
聞
く
辺
り

見
物
人
に
涙
を
絞
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
事
情
を
き
い
て

『
さ
う
か
、
そ
れ

な
ら
泣
け
、
う
ん
と
泣
け
、
強
い
人
ば
か
り
が
軍
人
で
は
な
い
、
そ
れ
よ

り
身
体
を
悪
く
し
て
は
駄
目
だ
、
火
に
あ
た
れ
』
と
云
か
件
は
人
情
味
た

つ
ぶ
り
で
ご
両
人
上
出
来
と
云
所
。
そ
れ
か
ら
森
下
上
等
兵
が
斥
候
を
命

ぜ
ら
れ
た
時
岡
部
が
泣
い
て
同
行
を
求
む
る
と

『
お
前
は
病
身
だ
』
と
慰

め
る
あ
た
り
、
ま
た

一
寸
し
た
台
詞
だ
が
森
下
が
中
隊
長
に
む
か
ひ

『
中

隊
長
、
岡
部
は
可
愛
い
奴
で
あ
り
ま
す
』
と
言
ふ
一
句
な
ど
は
ホ
ロ
リ
と

さ
せ
ら
れ
た
…
略
…

［森
下
上
等
兵
が
］
負
傷
し
て
失
神
し
た
時
日
本
軍

の
ラ
ッ
パ
の
音
を
聞
い
て
喜
ぶ
し
ぐ
さ
や
、
最
後
に
軍
旗
に
対
し
て
す
が

り
つ
く
あ
た
り
息
も
つ
か
せ
ぬ
巧
妙
さ
だ
」

（
『
山
梨
民
報
』
二
月
二
十

八
日
）

こ
う
し
た
劇
評
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
軍
国
劇
は

「
軍
人
の
範
」

あ
る
い
は
軍
人
の
理
想
像
を
、
そ
の
勇
敢
さ
と
同
時
に
人
間
性
に
見
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
々
の

「
ウ
ケ
」
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
逆
の
見
方

を
す
る
な
ら
ば
、

「
名
誉
の
戦
死
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
軍
国
美
談
の
氾
濫
し

た
上
海
事
変
下
で
、
人
々
は
こ
う
し
た
美
談
の
中
に
軍
人
の
人
間
性
―
こ
の
劇

作
家
の
言
を
借
り
る
な
ら
、

「
人
間
と
し
て
の
軍
人
」
―
を
見
出
し
、
軍
国
主

義

へ
の
順
応
を
肯
定
し
促
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

十
五
年
戦
争
初
期
に
お
け
る
人
々
の
内
発
的
な
軍
国
主
義
化
は
、
直
接
的
に

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
人
間
性
あ
る
い
は
人
間
の

「情
」
の
強
調
と
密
接
に

関
連
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
た
最
も
重

要
な
役
割
の
一
つ
は
、
軍
国
主
義
的
偶
像
を
乱
造
し
、
人
々
に

「
死
」
に
対
す

る
抵
抗
力
を
う
え
つ
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
軍
国
美
談
の
主
人
公

た
ち
は
、
戦
死
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
英
霊
名
護
国
の
鬼
」
と
し
て
紙
上
に
虚

構
の
生
命
を
得
、
現
実
に
生
き
て
い
る
時
以
上
に
雄
弁
に
人
々
に
語
り
か
け
た
。

血
書
や
血
判
な
ど
に
よ
る
若
年
層
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
志
願
が
激
増
し
た
背
景

に
は
、
今
や

「
ス
タ
ー
」
で
あ
る

「
英
霊
」
た
ち
へ
の
憧
れ
が
あ

っ
た
。
こ
の

意
味
で
、
十
五
年
戦
争
初
期
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
華
々
し
い
戦
死
報
道
に
よ
っ

て
本
来
の
意
味
で
の

「
死
」
を
隠
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。



〓
一

「
軍
国
の
母
」
た
ち

さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な

「
名
誉
の
戦
死
」
と
い
う
美
談
は
、
他
の
軍

国
美
談
や
報
国
美
談
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

時
期
の
美
談
は
、
そ
の
多
く
が

「
反
応
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、

「
名
誉
の
戦
死
」
あ
る
い
は
出
征
に
ま
つ
わ
る
美
談
は
、
民
衆
意
識
の
軍

国
主
義
化
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
他
の
美
談
を
生
み
出
す

「
主
体
」
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
軍
国
美
談
の
影

の
主
役
は
、
戦
死
者
の
母
で
あ
り
出
征
兵
士
の
母
で
あ

っ
た
。

最
初
に
、
森
下
上
等
兵
の
母
も
ん

（当
時
六
五
才
）
の
場
合
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

『
山
日
』

（
一
月
三
十

一
日
）
に
よ
れ
ば
、
息
子
の
戦
死
第

一
報

に
接
し
て
、
良
雄
を

「女
手

一
つ
で
成
人
」
さ
せ
た
も
ん
は
、

「
流
石
に
名
誉

あ
る
軍
人
の
母
ら
し
く

一
滴
の
涙
も
見
せ
ず

『
御
国
の
為
、
天
皇
陛
下
の
御
為

に
死
ん
で
く
れ
た
の
で
す
か
ら
、
私
と
て
は
軍
人
の
母
と
し
て
心
行
く
ば
か
り

嬉
し
く
、　
一
人
前
の
軍
人
の
母
と
し
て
皆
様
に
顔
合
わ
せ
も
出
来
る
訳
で
す
』
」

と
記
者
に
対
し
て

「在
り
し
日
の
乃
木
将
軍
夫
人
静
子
氏
」
を
思
わ
せ
る
態
度

で
接
し
た
と
い
う
。　
一
方
、

「
乃
木
少
年
隊
」
の
隊
員
で
あ

っ
た
尋
常
小
学
校

五
年
の
男
子
生
徒
は
、
後
日
森
下
家
を
慰
問
し
、
も
ん
と
対
面
し
た
時
の
様
子

を
次
の
よ
う
に
綴

っ
て
い
る
。

「
そ
こ
へ
森
下
様
の
お
母
さ
ん
が
、
泣
き
は
ら
し
た
目
で
出
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

『
ど
う
か
皆
さ
ん
…
あ
の
憎
い
支
那
兵
を
…
支
那
兵
を
御
国

の
た
め
に
時
が
来
た
ら
…
時
が
き
た
ら
必
ず
討

っ
て
下
さ
い
。
森
下
の
、

森
下
の
母
が
か
う
お
願
ひ
し
ま
す
』
と
い
は
れ
る
」

（
「戦
死
せ
る
勇
土
の
生
家
を
訪
な
ふ
、
満
州
事
変
を
子
供
か
ら
聞
く
」

『
民

報
』
、
三
月
十
日
）

満
州
事
変
下
の

「
軍
国
の
母
」
た
ち
は
、
ト
ッ
プ
記
事
に
お
い
て
は
大
抵

「
涙
」
を
流
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
記
事
に
お
い
て

「
涙
」
を
流
す

は
、
も

っ
ば
ら
美
談
に

「
関
心
」
す
る
軍
関
係
者
や
記
者
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

囲
み
記
事
や
文
芸
欄
で
、
彼
女
ら
は

「
涙
」
を
流
し
、

「
親
心
」
を
ほ
と
ば
し

ら
せ
た
。
出
征
兵
土
を
息
子
に
も

つ
母
た
ち
に
と

っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

戦
死
は

「
名
誉
」
で
は
あ

っ
て
も

「
本
望
」
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
た
あ
る
出
征
兵
士
の
母

（
六
四
才
）
は
、
次
の
よ
う
に
息
子

の
安
否
を
気
遣

っ
て
い
る
。

「
大
丈
夫
だ
と
思
ひ
ま
す
が
、
死
な
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
て

ゐ
て
、
国
の
為
に
働
い
て
呉
れ
る
よ
う
に
念
じ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
毎

日
神
様
に
御
祈
り
し
て
ゐ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
略
‥
こ
れ
が
母
の

真
情
で
す
」

（
「
軍
国
の
春
」

『
山
日
』
、
三
十
二
年

一
月
七
日
）

今
や
彼
女
に
慰
安
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
は
、
唯

一
満
州
か
ら
届
け
ら
れ
る

「
戦
地
の
便
り
」
で
あ

っ
た
。
兵
士
た
る
息
子
は
、　
コ
一日
間
飯
も
喰
は
ず
、

水
も
飲
ま
ず
」
古
城
子
に
お
け
る
接
戦
の
末
、

「
剣
銃
で
支
那
兵
の
咽
喉
を
突

い
」
て
戦
死
を
免
れ
た
。
そ
の
瞬
間
を
、
彼
は
母
に
宛
て
た
書
簡

の
中
で
、

「
と
て
も
気
持
ち
が
あ
る
か

っ
た
、
人
を
殺
す
と
い
ふ
事
は
い
や
な
も
の
だ
」

と
述
懐
し
た
。
こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
母
は
、
そ
の
晩
次
の
よ
う
な
夢
を
見
た
と

語
る
。

「善

一

［息
子
の
名
前
］
が
帰

つ
て
き
た
の
で
す
。
青

い
着
物
を
着
て

ね
、
お
う
、
よ
く
帰

つ
て

『
ど
う
し
て
青
い
キ
モ
ノ
等
を
着
た
の
だ
い
？
』

と
聞
く
と

『
戦
地
に
行
つ
た
か
ら
』
と
い
と
、
戸
を
開
け
る
と
姿
が
な
い
」

（同
前
）

論
者
の
拙
い
分
析
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
た
と
え



「
正
義
」
の
た
め
で
あ
れ

「
人
を
殺
す
」
こ
と
に
対
し
て
、
母
子
と
も
に
強
い

抵
抗
感
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。

ま
た
、
別
の

「
軍
国
の
母
ｋ
六
二
才
）
は
、
事
変
が
息
子
の
除
隊
を

「
ふ
い

に
し
て
」
し
ま
い
、

「
折
角
の
正
月
も

そ
一
年

一
人
ば

つ
ち
暮
し
」
で
過
ご
さ

ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
孤
独
の
う
ち
に
、
彼
女
は
、

「
今
年
こ
そ
は
体
と
二
人

で
正
月
が
で
き
る
と
思

っ
て
い
た
ら
、
憎
い
ち
や
ん
こ
ろ
の
奴
が
」
と
、
支
那

兵
に
対
す
る
憎
悪
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
が
、

「
戦
地
の
便
り
」
が
届
け
ら
れ
る

と
、
　
Ｆ
」
の
賀
状
と

一
緒
に
さ

へ
ゐ
れ
ば
俸
と
元
日
を
迎

へ
た
と
ち
つ
と
も
変

わ
り
は
な
い
」
と
喜
び
、
神
棚
に
息
子
の
好
物
で
あ
る
鰻
頭
を

「
沢
山
捧
げ
」

た
。
さ
ら
に
彼
女
は
、
事
変
勃
発
以
来
、

「
国
の
為
だ
か
ら
次
男
坊
だ
か
ら
死

ん
で
も
よ
い
」
と
自
ら
言
い
聞
か
せ
つ
つ
も
、
戦
地
に
激
励
の
手
紙
と
肌
護
り

を
送
り
続
け
た
。
し
か
し
、

「
ど
う
も
女
は
い
け
な
い
。
強
い
こ
と
を
言

っ
て

も
却

つ
て
悲
し
く
な
る
様
に
書
く
か
ら
」
と
い
う
息
子
の
要
望
で
、
や
む
を
え

ず
以
後

一
切
の
戦
地
行
き
の
手
紙
を
大
家
に
頼
む
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
息

子
の
返
事
が
滞
り
が
ち
に
な
る
と
、
新
聞
を
と
り
報
道
写
真
の
中
に
わ
が
子
を

探
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
語
り
な
が
ら
、
彼
女
は

「
い
つ
の
間
に
膝
の

上
に
軍
事
郵
便
十
数
通
を
並
べ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
涙
で
ぐ
し
よ
ぬ
れ
に
」
な

っ

て
い
た
と
い
う

（
「
軍
国
の
春
」
、　
一
月
九
日
）
。

あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た

「
軍
国
の
母
」
の
悲
哀
は
、
二
重
の
悲
劇

と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
一
つ
は
、
息
子
の
出
征
、
戦
死
と
い
う
直

接
的
な
悲
劇
で
あ
り
、
今

一
つ
は
自
ら
の
悲
し
み
を
語
る
こ
と
に
よ

っ
て
次
の

悲
劇
を
容
易
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
い
わ
ば
間
接
的
な
悲
劇
で
あ
る
。
実
際
、

森
下
の
母
の
訴
え
に
、
人
々
が

「
憎
い
支
那
兵
」
に
対
す
る
敵
意
を
高
め
た
だ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
軍
国
熱

・
排
外
熱
の
ひ
と

つ
の
中
点
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
戦
死
者
の
家
族
に
対
す
る
同
情
に
あ

っ
た
。
多
く
の

「
軍
国
の
母
」

の
悲
し
み
か
ら
生
じ
た
敵
意
は
、

「
支
那
兵
」
に
向
け
ら
れ
戦
争
そ
の
も
の
に

は
向
け
ら
れ
な
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
反
応
の
背
後
に
あ
る
反
戦
的

言
動
の
徹
底
的
弾
圧
と
い
う
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
家
族
を
失

っ
た
者
の
や
む
を
え
な
い
非
理
性
的
な
言
動
が
、
軍
国

主
義
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
人
々
の
戦
争

協
力
と
い
っ
た
問
題
の
、
最
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
最
も
危
う
い
側
面
が
潜
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

四
　
愛
国
心
の
序
列

江
口
は
、
満
州
事
変
勃
発
に
際
し
て
、

「
生
活
に
恵
ま
れ
な
い
人
の
方
が
む

し
ろ
よ
り
好
戦
的
で
あ
り
、
排
外
的
で
あ

っ
た
」

（
『
十
五
年
戦
争
の
開
幕
』
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
満
州
事
変
が
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
、
中
国
に
対
す
る
蔑
視
感
、
満
蒙

へ
の
執
着
心
、
日
常
生
活
の
う

っ
が

ん
の
は
け
ぐ
ち
と
な

っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、

本
論
に
お
い
て
は
、　
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
三
月
末
に
甲
府
劇
場
で
開
催
さ

れ
た
、
出
征
軍
人
お
よ
び
家
族
に
対
す
る
慰
問
会

「
唄
と
舞
踊
と
映
画
の
夕
」

を
中
心
に
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
慰
問
会
が

「
甲

府
オ
ー
ル
カ
フ
ェ
ー
の
娘
子
軍
」
、
す
な
わ
ち
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
ら
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、　
一
般
的
に
、
当
時
開
催
さ
れ
た

慰
問
会
の

「
慰
問
」
と
い
う
肩
書
き
に
は
時
局
便
乗
的
な
色
彩
が
濃
く
、
実
際

そ
の
内
容
は
、
軍
国
熱
や
排
外
熱
を
高
揚
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
娯
楽
本
位

の
演
芸
会
で
あ

っ
た
り
、
教
養
講
座
的
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
実
際
、
よ
り

多
く
の
慰
問
金
を
得
る
た
め
に
は
、
会
の
演
目
は
む
し
ろ
娯
楽
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
昭
和
初
期
の

「
エ
ロ
・
グ

ロ
・
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ナ
ン
セ
ン
ス
文
化
」
の
旗
手
で
あ
る
カ
フ
ェ
ー
女
給
に
よ
る
慰
問
会
は
、
た
し

か
に

「
意
義
あ
る
催
し
」
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
、

「
唄
と
舞
踊
と
映
画
の
夕
」
開
催
に
至
る
経
緯
を
概
観
し
て
み

た
い
。
ま
ず
、
主
催
者
で
あ
る

『
山
梨
民
報
』
紙
上
で
こ
の
慰
問
会
の
開
催
が

予
告
さ
れ
た
の
は
、
同
年
三
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
二
十
四
、

二
十
五
日
の
会
当
日
ま
で
、

『
民
報
』
は
、

「
唄
と
舞
踊
と
映
画
の
夕
」
の
盛

会
を
期
し
て
、
紙
上
で
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
れ
ら
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
こ
の
慰
問
会
は
、
当
初
女
給
ら

一
八
〇
余
名
に
よ
っ
て

「
出
征
兵

士
慰
問
後
援
会
」
が
組
織
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
端
に
発
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う

ち
五
〇
余
名
が
有
志
と
し
て
慰
問
会
の
出
演
者
と
し
て
選
ば
れ
、
た
だ
ち
に
下

稽
古
を
開
始
し
た
。

紙
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
連
日
三
人
な
い
し
四
人
の
出
演
者
の
顔

写
真
が
掲
載
さ
れ
、

「
何
れ
も
美
人
揃
ひ
」
で
あ
る
こ
と
が
披
露
さ
れ
た
。
十

七
日
に
予
告
さ
れ
た
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〓

、

ヴ

ァ

リ

〓

ア

①

小
唄
舞
踊
　
　
　
　
　
窓
に
先
れ
て

②

　
寸
劇
　
　
　
　
　
　
　
い
ん
ち
ま
同
志

③

　
独
唱
　
　
　
　
　
　
　
朗
ら
か
に
な
ら
う
よ

〈Ｏ
　
ス
ケ
ッ
チ
　
　
　
　
　
停
車
場

⑤

ジ
要

ダ
Ｘ

　

　

水
兵

⑥

独
唱
　

　

　

　

丘
を
越
へ
て

⑦

ス
行

チ
　

　

　

自
動
車

③

寸
劇
　
　
　
　
　
酒
は
涙
か

二
、
剣
舞

三
、
新
舞
踊
　
　
　
　
　
　
　
新
作

・
唐
人
お
吉

四
、
レ
ビ

ュ
ー
　
　
　
　
　
　
御
花
見

五
、
戦
争
童
話
　
　
　
　
　
　
愛
国
少
年

六
、
レ
ビ

ュ
ー
　
　
　
　
　
　
放
送
舞
台
劇

七
、
映
画
主
題
歌
劇
　
　
　
　
侍

ニ
ッ
ポ
ン

八
、
レ
ビ

ュ
ー
　
　
　
　
　
　
カ
フ
ェ
ー
行
進
由

九
、
映
画
　
　
　
　
　
　
　
　
風
雲
青
葉
城
、
他
」

ま
さ
に
、

「初
春
の
宵
に
誠
に
摩
さ
わ
し
」
い
演
目
で
あ
る
。
こ
う
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
効
を
奏
し
、
十
五
日
か
ら
市
内
三
十
九
の
カ
フ
ェ
ー
で
前
売
り
券

が
発
売
開
始
さ
れ
、
翌
日
に
は
さ
ら
に
九
箇
所
の
商
店
や
飲
食
店
が
前
売
り
券

引
き
受
け
を
申
し
出
た
。
十
七
日
に
は
、
参
加
を
希
望
す
る
カ
フ
ェ
ー
は
約
二

〇
〇
軒
に
増
え
た
。
こ
の
数
は
、
市
内
カ
フ
ェ
ー
が
ほ
と
ん
ど
こ
の
慰
間
会
に

参
加
し
た
こ
と
を
示
す
。
実
際
、
希
望
者
過
剰
で
出
演
ま
ま
な
ら
ず
裏
方
に
甘

ん
じ
る
女
給
も
出
始
め
た
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
ー
以
外
で
も
、
映
画
社
、
舞
踊
団
、

山
梨
童
話
研
究
会
、
美
容
院
、
呉
服
店
、
仕
立
屋
と
い
っ
た
面
々
が
協
力
あ
る

い
は
無
料
奉
仕
を
申
し
出
た
。
彼
等
に
と

っ
て
、
こ
の
慰
問
会
は
自
社
宣
伝
の

好
機
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
レ
ビ

ュ
ー
を
指
導
す
る
べ
く
カ
ジ
ノ
フ
ォ
リ
ー
か
ら

文
芸
部
員
が
派
遣
さ
れ
た

（十
八
、
二
十

一
、
二
十
二
日
）
。
結
局
、
三
〇
銭

の
会
員
券
三
、
○
○
○
枚
は
二
十
日
ま
で
に
完
売
、
満
員
御
礼
と
な

っ
た
。

さ
て
、

『
民
報
』
が
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
と
り
わ
け
強
調
し

た
の
は
、

「
生
活
戦
線
に
立
ち
働
く
女
性
」
が
、
い
か
に

「
必
死
の
努
力
」
で

慰
問
会
成
功
の
た
め
に

「
団
結
し
て
精
進
し
て
い
る
」
か
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
「
甲
府
市
オ
ー
ル
カ
フ
エ
ー
か
ら
参
加
し
た
粒
よ
り
の
美
人
娘
子
軍
は
、

毎
夜
遅
く
ま
で
働
き
労
れ
た
身
体
を
も
の
と
も
せ
ず
、
常
日
な
れ
ば
い
ま

だ
眠
り
の
床
に
あ
る
午
前
八
時
と
い
と
に
早
く
も
跳
ね
起
き
て
出
席
し
涙



ぐ
ま
し
い
ま
で
の
猛
練
習
を
続
け
て
ゐ
る
」

（
三
月
十
五
日
）

「
ね
む
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
早
朝
か
ら
汗
だ
く
だ
く
に
な
つ
て
次
か

ら
つ
ぎ

へ
と
猛
練
習
が
お
こ
な
は
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
こ
に
集
ま
つ
た
五
十

余
名
の
女
給
連
は
い
つ
し
か
姉
妹

の
如
き
友
情
を
も
ち
、

「
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
の
も
と
で
五
色
の
酒
を
飲
む
と
て
…
御
国
の
為
め
に
働
こ
う
よ
…
心
は

い
つ
も
彼
の
地
の
皇
軍
兵
土
に
走

つ
て
」
な
ぞ
と
、
た
が
ひ
に
励
ま
し
、

慰
め
て
練
習
に
精
進
す
る
様
は
、
こ
れ
が
女
給
さ
ん
達

の
心
情
か
と
思
は

れ
ぬ
や
う
な
、
全
く
他
で
は
見
ら
れ
ぬ
床
し
さ
と
親
し
み
を
見
せ
て
ゐ
る
」

（同
十
七
日
）

い
う
な
ら
ば
、
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
が

「
御
国
の
為
」
に

「
銃
後
の
動
め
」
を

果
た
す
―
す
な
わ
ち
、
慰
問
会
を
開
く
―
と
い
う
意
外
性
が
、

「
唄
と
舞
踊
と

映
画
の
夕
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

出
演
者
ら
は
次
の
よ
う
な

「
抱
負
」
を
語

っ
て
い
る
。

「
私
は
私
の
心
情
を
舞
台
か
ら
大
衆
に
披
涯
す
る
為
め
に
こ
の
運
動
に

加
わ
つ
た
の
で
す
。
御
国
の
為
め
に
彼
の
地
に
働
く
皇
軍
の
事
を
思

へ
ば

じ
つ
と
し
て
は
居
ら
れ
な
い
の
で
す
。
う
ん
と
懸
命
で
や
り
ま
す
か
ら
皆

さ
ん
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」

「
と
か
く
誤
解
さ
れ
易
い
商
売
に
あ
る
私
等
で
す
、
こ
ん
な
時
に
弱
い

商
売
に
働
く
私
た
ち
の
真
の
気
持
ち
を
皆
様
に
知

つ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
生
き
て
帰
ら
ぬ
死
を
覚
悟
し
て
祖
国
の
た
め
に
戦
線
に
立
つ
て
戦

つ

て
い
る
皇
軍
は
ど
ん
な
に
困
苦
を
な
め
て
ゐ
る
こ
と
で
せ
う
。
こ
ん
な
事

を
思

へ
ば
た
と

へ
家
族
の
者
が
出
征
し
な
い
に
し
て
も
、
だ
ま
つ
て
見
て

居
ら
れ
ま
せ
う
か
！

衡
頭
で
千
人
縫
い
を
や
つ
た
と
き
で
も
、
た
く
さ
ん
縫

つ
て
上
げ
た
の

は
私
た
ち
同
じ
商
売
の
人
だ
と
い
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
私
た
ち
は
皆
ん
な
真

剣
で
す
。
」

（
同
十
五
日
）

こ
こ
で
い
う

「
千
人
縫
い
」
の
挿
話
は
、
同
年
二
月
八
日
付

『
民
報
』
の
記

事
、
す
な
わ
ち
、

「
千
人
縫
い
」
を
集
め
る
女
子
青
年
団
と
記
者
と
の
、
次
の

よ
う
な
談
話
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

記
者
　
ど
ん
な
夫
人
が

一
番
余
計
に
縫

つ
て
呉
れ
ま
す
か
。

岡
部

［青
年
団
団
員
］
　

工
女
が
絶
対
数
を
し
め
て
を
り
ま
す
。
彼
女
は

実
際
真
剣
で
す
か
ら
ね
。

記
者
　
女
学
生
な
ん
か
は
ど
う
で
す
か
。

岡
部
　
大
概
、
は
ず
か
し
そ
う
に
し
て
も
じ
も
じ
し
な
が
ら
や
つ
て
呉
れ

る
始
末
で
す
か
ら
？

記
者
　
〓バ
者
な
ん
か
は
ど
う
で
す
か
ね
。

岡
部
　
十
二
日
間
も
我
々
は
声
を
構
ら
し
て
や
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
間

僅
か
二
名
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
外
に
も
随
分
通
行
し
ま
す
が
冷
淡

で
す
よ
。

記
者
　
で
は
女
給
な
ん
か
は
ど
う
で
す
か
。

岡
部
　
女
給
さ
ん
は
皆
縫

つ
て
呉
れ
て
ゐ
ま
す
よ
。
進
ん
で
や
る
点
は
女

工
さ
ん
と
似
て
ゐ
ま
す

記
者
　
そ
の
他

一
般
婦
人
は
ど
う
で
す
か
。

岡
部
　
何
れ
も
熱
心
で
し
た
よ
。

（
「
涙
ぐ
ま
し
い
街
頭
の
奉
仕
、
千
人
針
を
求
め
る
人
と
縫
う
人
々
」
）

こ
の
談
話
は
さ
ら
に
、
間
違

っ
て
男
性
が
縫
お
う
と
し
た
例
―
周
知
の
通
り
、

こ
の
奉
仕
は
男
性
に
は
出
来
な
い
―
、
献
金
し
よ
う
と
し
た
例
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
が
、

「
洋
装
な
ん
か
し
て
る
帰
人
は
て
ん
で
見
向
き
も
し
な
い
有
様
だ

っ

た
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
現
象
に
、
岡

部
は

「
若
い
人
た
ち
に
は
良
い
実
物
教
育
」
に
な

っ
た
と
語
り
、
記
者
は

「
此
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の
簡
単
な
る
問
答
に
含
ま
れ
た
現
代
社
会
の
国
民
性
を
深
く
考
究
」
さ
せ
ら
れ

た
と
批
評
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
千
人
針
に
進
ん
で
協
力
す
る
女
給
や
女

工
が
、
芸
妓
、
あ
る
い
は
女
学
生
や
上
流
の
洋
装
帰
人
よ
り
社
会
的
な
地
位
は

低
く
と
も
、
銃
後
を
ま
も
る
帰
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

女
給
の
場
合
、
彼
女
ら
は
、
大
衆
の
娯
楽
欲
求
を
芸
妓
と
違

っ
て
安
易
に
充

足
し
て
く
れ
る
、
い
わ
ば

「
エ
ロ
・
グ
ロ
文
化
」
時
代
の
華
的
存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
県
内
に
お
け
る
彼
女
ら
生
活
実
態
は
、
大
都
市
部
と
は
違

っ
て
悲
惨

で
あ
っ
た
。
女
給
は
、
失
業
女
工
の
再
就
職
先
で
あ
り
、
貧
農
の
娘
た
ち
が
家

計
を
援
助
す
る
た
め
に
は
最
も
安
易
な
就
職
口
で
も
あ

っ
た
。
と
く
に
昭
和
恐

慌
下
で
は
生
活
苦
か
ら
の
自
殺
者
が
続
出
し
た
が
、
女
給
も
そ
の
例
外
で
は
な

か
っ
た
。
彼
女
ら
の
劣
悪
な
生
活
経
度
に
つ
い
て
は
、
滞
納
処
分
に
赴
い
た
市

の
税
務
署
員
が
、
そ
の
所
有
物
の
少
な
さ
に
差
押
え
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ず
、

結
局
督
促
状
だ
け
を
お
ざ
な
り
に
発
送
す
る
他
な
か
っ
た
こ
と

（
『
甲
府
市
史
、

通
史
編
第
三
巻
近
代
』
、　
一
九
九
〇
年
、
六
六
六
十
七
頁
）
か
ら
も
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

「
非
常
時
」
に
お
い
て
は
、
万
事

「愛
国
心
」
次

第
で
社
会
的
評
価
が
逆
転
す
る
可
能
性
が
、
彼
女
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
満
州
事
変
の
熱
狂
の
渦
の
中
で
は
、

「愛
国
心
」
を
被
透
す
る
度
合
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
種
や
階
層
に
か
か
わ
ら

ず
社
会
的
な
序
列
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
幻
想
が
、
多
く
の
社
会
的
経
済
的
弱

者
の
軍
国
熱
や
排
外
熱
を

一
層
高
揚
さ
せ
た
の
で
あ

っ
た
。

お

わ

り

に

以
上
、
満
州
事
変
期
の
甲
府
市
に
お
け
る
人
々
の
軍
国
熱

・
排
外
熱
に
つ
い

て
、
若
干
の
考
察
お
よ
び
分
析
を
試
み
た
。
紙
面
分
析
に
終
始
し
た
こ
と
、
ま

た
、
時
期
的
に
、
満
州
事
変
勃
発
以
後
、
上
海
事
変
期
に
至
る
ま
で
が
中
心
と

な
っ
た
た
め
、
上
海
事
変
の
停
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
る
三
十
二
年
五
月
以
後
、

三
十
三
年
春
の
国
際
連
盟
脱
退
に
至
る
時
期
の
軍
国
熱

・
排
外
熱
の
諸
相
に
つ

い
て
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
反
省
点
は
多
い
。
と
く
に
、

連
盟
脱
退
期
の
民
衆
の
軍
国
熱

・
排
外
熱
は
、
松
岡
全
権
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
岡
が
連
盟
脱
退

後
推
進
し
た

「
政
党
解
消
運
動
」
に
対
す
る
県
内
の
反
応
と
含
め
て
あ
ら
た
め

て
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
論
で
は
必
ず
し
も
地
方
と
し
て
の
甲
府
と
い
っ
た
視
点
か
ら
市
民

の
軍
国
熱
と
排
外
熱
を
考
察
し
な
か
っ
た
。
論
者
は
す
で
に
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
事
変
勃
発
直
後
、
市
会
を
中
心
に
、
在
郷
軍
人
会

・
連
隊
関
係
営
業
者

ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た

「甲
府
連
隊
存
置
運
動
」
を
中
心
に
考
察
を
お
こ
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い

（
「
甲
府
連
隊
」
存
置
運
動
に
つ
い

て
は
、
拙
論

「満
州
事
変
と
民
衆
意
識
に
関
す
る
ノ
ー
ト
ー
Ｌ
甲
府
連
隊
」
存

置
運
動
を
中
心
に
」
、
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
編

『
紀
尾
井
え
学
』

第
９
号
）
。

満
州
事
変
勃
発
と
と
も
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
ま
で
に
高
ま
っ
た
民
衆
の
軍
国

熱

・
排
外
熱
は
そ
れ
ら
を
支
え
る
下
部
意
識
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
多
様
で
あ

っ
た
が
ゆ
え
に
、
人
々
の
軍
国
熱

・
排
外
熱
は
積
極

的
か
つ
内
発
的
な
も
の
と
な
り
え
た
の
で
は
な
い
か
。
い
う
な
ら
ば
、

「十
五

年
戦
争
の
開
幕
」
に
お
い
て
、
満
州
事
変
は
、
国
内
の
人
々
に
と
っ
て
い
ま
だ

一
定
の
美
的
距
離
を
有
す
る
勧
善
懲
悪
の
ド
ラ
マ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

人
々
は
予
め
定
め
ら
れ
た
調
和
―
自
ら
の
正
義
に
た
の
み
、
毅
然
た
る
態
度
を

保

っ
て
い
け
ば
必
ず
理
解
と
勝
利
に
至
れ
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ー
を
確
信
し
、



「
死
」
に
対
す
る
抵
抗
力
を
や
し
な
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
積
極
的
か
つ
内
発
的
熱
狂
の
核
と
な
っ
た
の
は
、
戦
死
者
お
よ
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
同
情
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
と
く
に
ア
ピ
ー
ル
さ

れ
た
の
は
戦
死
の

「名
誉
」
と
同
時
に
、
そ
の
悲
哀
で
あ
り
彼
等
の
人
間
性
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
人
々
の
熱
狂
は
と
く
に
後
者
を
そ
の
核
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
事
変
は
社
会
的
経
済
的
弱
者
に
対
し
て
あ
る
種
の

疑
似
革
命
的
幻
想
を
与
え
、
と
く
に

「
生
活
に
恵
ま
れ
な
い
人
」
々
の
熱
狂
に

拍
車
を
か
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
々
の
軍
国
熱
、
排
外
熱
は
必
ず
し
も
事
変
支
持
を
そ
の
根

底
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
こ
に

「
誰

も
望
ま
な
か
っ
た
戦
争
」

へ
の
道
の
第

一
歩
を
、
人
々
が
積
極
的
に
内
発
的
に

踏
み
出
し
て
し
ま
っ
た
理
由
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
多
様
な
事
例
を
よ
り
多
く
抽
出
し
な
が
ら
、
軍
国
主
義
化
を
底

辺
で
支
え
る
民
衆
の
多
様
な
欲
求
が
、
十
五
年
戦
争
期
に
お
い
て
、
何
に
集
中

し
て
い
く
―
あ
る
い
は
集
中
さ
せ
ら
れ
て
い
く
―
ら
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（上
智
大
学
大
学
院
後
期
博
士
課
経
　
塩
山
市
）
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